
学年 教科名 科目名 単位数 対象コース 

高校 3 年 社会科 日本史演習 4 SS 文系 

教科書・副教材 ・詳説日本史 日本史探究（山川出版社） 

・日本史一問一答 3rd edition 金谷俊一郎著（東進ブックス） 

・実力をつける日本史 100 題（Z 会） 

 

科目の目標 

●科目について 

 授業を通して、歴史学の見方・考え方を養う。特に意識してもらいたい点は、現代社会との共通点または相違点を考察し、 

知識量の増大と論述力の向上を目指したい。また、個々の知的好奇心の進展にも寄与してもらいたい。 

●コンピテンシーについて 

 この授業を通して、獲得してほしいコンピテンシーは次の 3 つである。①表現力 ②寛容 ③地球市民 の各観点を各々が 

解釈し、コンピテンシーの進展を授業を通して体得することを目標とする。 

評価の観点 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態度 

日本の歴史の展開に関わる諸事象

について，地理的条件や世 界の歴

史と関連づけながら総合的に捉え

て理解しているとともに、諸資料か

ら我が国の歴史に関する様々な情

報を適切かつ効 果的に調べまとめ

る技能を身に付けているか。 

日本の歴史の展開に関わる事象の

意義や文化などを、時期や 年代、

推移、比較、相互の関連や現在との

つながりなどに着目 して、概念な

どを活用して多面的・多角的に考察

しているか。 

日本の歴史の展開に関わる諸事象

について、よりよい社会の 実現を

視野に課題を主体的に探究しよう

とする態度を養うとともに、多面

的・多角的な考察や深い理解を通し

て他国や他国の 文化を尊重するこ

との大切さについて深めようとし

ているか。 

評価の方法 

①定期考査 

②小テスト 

③リフレクション 

④提出課題 

①定期考査 

②小テスト 

③リフレクション 

④提出課題 

③リフレクション 

④提出課題 

⑤パフォーマンス課題 

⑥プレゼンテーション 
 

年間学習計画 

学期 学習内容 時数 主な評価方法 

１ 

学 
期 

第１０章 幕藩体制の動揺 ８ 上記の評価方法より行う 

第１１章 近世から近代へ ８ 

第１２章 近代国家の成立 ８ 

第１３章 近代国家の展開 ８ 

第１４章 近代の産業と生活 ８ 

第１５章 恐慌と第二次世界大戦 ８ 

  

２ 

学 

期 

第１６章 占領下の日本 ８ 

第１７章 高度成長の時代 ８ 

第１８章 激動する世界と日本 ８ 

演習 ２４ 

  

  

  

  

 


